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3)山 口昭男 ｢自動車産業政策｣北田芳治 ･楯田刺雄編 『現代日本の経済政策』(下)大月書店,
1979年,207ページ｡米国商務省報告 『株式会社 ･日本』サイマル出版会 1972年,174ページ参
風,米商務省の見解は事実を分析しているかぎりでは,山口氏の見解と同じであ畠0
4) 従来の研究においては,磯振法以前の時期に乗用串の国産化という点から部品メー カー の選/







































































･日産 ･いす )ゞが使用する部品を中心に認定がなされた (第1表)｡ このこ




























































第2表 自動車部品等生産施設合理化貸付金の交付状況 (単位 円)
部 品 名 l貸付金の貸付先氏名または名称 1設備所要額 l貸 付 金 額
ピ ス ト ン
鍛 造 品






方 向 指 示 羊
ニ ッ プ ル
ド ア ヒ ソ ヂ
レギュレーター
警 報 器
ス イ ッ チ
ハ ブ ボ ル ト
ブレーキホース
バ ル ブ コア-
ブレーキ用 ドラム
ク ラ ッ チ 板
リ レ ー


















































斡旋 (1954年に対象 となった 工事総額 4億 2,400万円 ･融資期待額 1億円 ･決
定額 6,500万円,前記 3社除 く3社に融資0 1955年度の対象工事総額 2億5,200
万円 ･決定額 1億 2,500万円 ･前年度融資対象会社を 除いた4社に融資) など
がある｡ ここでの開銀融資は政府の方針を受け, ｢4大 シャーシーメーカーの
系列下にある部品工業の うち, とくに緊要 と思われる部品,た とえば電装品緩
衝装置 ･燃料噴射装置 ･計器類などの設備近代化に重点｣がおかれた10)0
10) 日本開発銀行『日本開発銀行十年史』291ページ｡なおここで使われている｢系列化｣とは,/
144 (408) 第144巻 第3･4号
第3表 小型自動車工業研究補助金採択分一覧表































































＼融資されたメー カーからして,鼠立メー カ のー協力会に属し部品を供給しているレベルの意味で
使用されていると考えられる01955年度の開銀融資は,ヂ-ゼル磯券 (5000万円),東京磯器工

















民生ディーゼル (1953年)･東京測範 (1954年)･日本ラヂエークー (1954年)
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プ レ - キ シ リ ン ダ
弁バネ及 び クラッチ ば ね






吸 気 及 びー 排 気 弁 子
ビスT.ソおよびピストンピ
ン'
シ リ ソ ダ ラ イ ナ -
油 止 め
水ポンプ及び油ポンプ
グ リ ー ス ポ ン プ
小 計
? ?? ???????????? 】?
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〇･.･･トヨタ系列部品メー カー ◎.-･･日産系列部品メー カー






















































シャシー用ばね ･ショックアブソーバー･照明器 ･警報器 ･プt/-キシリンダ
ー･クラッチ装置 ･シリンダーライナー等についての親格統一計画が立案され
た｡これらは,技術的問題や関係会社の利害対立により,急速には進展しなか
った｡とはいえ,車輪 (40品日から20品日に整理され,3%の コス ト ダウ










































156 (420) 第144巻 第3･4号
第6表 設備投資実績推移表 (単位,100万円)








第8表 主要設備経過年数 (業界全体) (1960年)




第 9表 工 数 の 低 限 状 況
製 品 5年度(%)
放 閑 部 品
鷲 - 装 晶
駆動電導及び耗操装置部品











(出所) 日本開発銀行営業第三部 『特定磯雄融資 とその合理
化効果』
(機械土業振興会,1963年)より作成｡
158 (422) 第144巻 第3･4号
第11表 コ ス t の 変 化 (単位,円)
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ⅠⅤ お あ り に
以上の考察から明らかのように,1950年代の政府の自動車部品工業育成策は,
組立メーカーの系列化による部品メーカーの育成を援助し,その支配従属関係
を維持 ･発展させる役割を果たした｡しかし他方では,独立系の部品メーカー
に対する援助を通じて,組立メーカー?共通の利害をになう限りにおいてその
自立性を高める役割を果たした｡つまり育成策は組立メーカーと部品メ-カー
の1対 1の一関係,いわばミクロ的な関係においては,支配従属を強める役割と
独立性を高めるという役割とをもち,これらは相反するものであったのだが,
トヨタ･日産を中心とする大企業全体と部品工業全体のレベル,マクロ的とも
いうべき視点においては,その支配従属関係を変えるものではなかったのであ
る｡
(1988年9月脱稿)
